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 ● 私 ども社会 心理学 班の “牽 引

者 ”佐 野勝 男先生 が， この3月31

日を もって慶應義塾 を定年退職 さ

れた。 も っと も，先生は昭和56年

より義塾 の常任理事(現 在2期 目)

を務 められ てお り，常任理事職に

は “定年”は ないので，来年5月

の任期満了 まで慶應義塾にお られ

る わ け だ が， このr組 織行動研

究』第1号(昭 和52年9月 刊)所 載

の先生に よる 「発刊にあた って」

な どを読む と，多少の感慨 な きに

しもあ らず， とい うと こ ろ で あ

る。先生 ご自身はいかがであろ う

か(公 務多忙 でその ような私 的感
      いとま

慨 に浸 っい る暇 な どあ らず， とい

うこ とであろ うか 。)

 ● 先生 は横浜市 日吉 の住人 であ

る。慶應義塾 の常任理事 と もなれ

ぽ，黒塗 りの車が 自宅 まで送迎に

……と思 うのが大方で あろ うが
，

事実 はさに あらず。ち なみに先生

の場合は，東横線で 日吉か ら自由

ヶ丘 まで，そ こで大井町線に乗 り

換え大井町 まで，大井町か ら京浜

東北線でJR田 町 まで とい うルー

トで通勤 されてお られ る。

 昨年の11月 のひ どい どしゃ降 り

の 日であ った。珍し く一緒 に飲む

機 会があ った。渋 谷でであ った。

「心理学 ってのは世 の中のアプ ク

みたいな ものぼっか しい じくりま

わ している ところが あってパ ッと

しないね え。 もっと本質的 な問題

に大胆 に切 り込 んで い か な きゃ

あ」 とい う調子で大分 メー トルが

あが り，舌鋒 こそ鋭 どくあ ったが，

足 もとの方は大いに心 もとな くな

っておられた。 夜 も 更けて，「こ

りゃあ日吉駅 まで “添乗” したほ

うが無難だ ろ うなあ」 と気を まわ

し，東横線へ と一緒に乗 り込んだ。

(ちなみに，私の住 まいは新玉川線

沿線にあ る。) 先生は，座 席に腰

をおろして うつ らうつ らされてい

たが， 電車が 自由 ヶ丘駅 に着 くや

いなやス クヅと立 ちあが られ下 車

なさろ うとす る。私 はあわ てて，

先生 の レイ ンコー トの裾 をつか ん

で 「先生， コレッ，東横線ですか

ら ッ」。 ト，私 の 顔面 に 鉄 拳が飛

んできて 厂何 のつ も りだ ヅ，お前

は ッ。俺は ここで乗 り換fxる ん

だ」 とい う声 とともに先生はホ ー

ムにひ ら りと移 って，そ して ドア

がサ ア ッーと閉 まった。 まア，か

くの ごとく，先生の真骨頂は “定

年退職”な どみ じん もされていな

い， とい うことであ る。

 ● 私 ども社会心理学 班の多年 に

わた るプロジェク トのひ とつ 「管

理能 力の評価 と開発」 の研究 が，

いままでの成果 をと りま とめて，

槇 田 仁 に よりr管 理能 力開発 の

ためのイ ンバスケ ッ ト・ゲーム』

として金子書房 より刊行 された。

関連 のモノ グラフが このr組 織行

動研究』に所載 されたのが昭和52

年(第2号)で あ るか ら，一一応の ま

とま りを得 るまで10年 余かか った

ことにな る。 これ また感ず るとこ

ろあ り，であ る。  (南 隆男)
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